
シーンⅢー７ 生物多様性総合推進事業 

事業目的 

現 状 税導入後のイメージ 

事業内容 

ＣＯ２削減効果 － 

そ の 他 － 

事業効果 
  陸上や海，川，湖沼等の水域など様々な環境において，いろいろな生物が生息・生育する生
物多様性を守り，活用し，引き継ぐために，平成２６年度に策定した，「宮城県生物多様性地域
戦略」の総合的な推進を図り，生物多様性に関する普及啓発を行います。 

○ 宮城県生物多様性推進会議の開催 

   生物多様性の推進に係る関係者からなる推進会議を開催し，意見交換を行います。 

○ 生物多様性タウンミーティング開催 

   暮らしと生物多様性との関わりなどについて，タウンミーティングを開催します。 

○ 生物多様性情報収集・発信事業 

    ウェブサイトやリーフレット等により，情報発信や普及啓発を行います。 

○ 生物多様性シンポジウム開催 

     生物多様性に関して，学識経験者や著名人等による対談や講演を行います。  

○ 生物多様性表彰制度 

  生物多様性につながる各学校での活動に対して，表彰を行います。 

 

様々な主体が連携し， 

地域戦略が推進されている。 「生物多様性」の認知度が低い 

 平成24年度 環境問題に対する世論調査（環境省）における
東北6県の「生物多様性」という言葉に対する認知度 

 

本戦略に関わる主体の連携イメージ 
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